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昨年（2015年10月）の関東支部総会・懇親会

本年度の総会･懇親会のお知らせ

日時：2016年10月15日（土）14：00～17：00
場所： 千代田区一ツ橋2-6-2　日本教育会館（9Ｆ）喜山倶楽部

会費5,000円

お気軽にご参加ください。
懐かしい、そして楽しい出会いがあります。

※ご不明の点は事務局へメールまたはお電話でご照会ください

芭蕉誌
琉球大学同窓会関東支部会報誌

編集発行　琉球大学同窓会関東支部･事務局
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いよいよ東京にオキナワスタッフ
事業部がオープンになりました♪
沖縄出身者の転職応援、派遣の紹介をします。
代表は人材業界３０年で沖縄の東風平出身の新垣進でござ
います。皆さんの周りの子供、親戚、友人に勧めたい仕事が
一杯。営業職・販売・事務職など高収入の仕事も一杯

株式会社
オールビジネスリンク
代表取締役 新垣　進
関東沖縄経営者協会　副会長
東京沖縄県人会　副会長

〒101-0047 東京都千代田区内神田3－24－3 内神田ＳＴビル5Ｆ
TEL：03-3251-6315  ＦＡＸ：03-3251-0305  携帯090-8476-4426
E-mail：shingaki@all-biz-link.co.jp
●琉大出身ではありませんが渡久山長輝さん、高山厚子さん、
宮城重哲さんと親交あり。

遠く離れ暮らしても忘られぬ
生まれ島、沖縄♪
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琉球大学同窓会関東支部ここにあり
（メンソーリヨ～10月１５日午後2時より）

琉球大学同窓会関東支部長　高山厚子
1966年	 琉球大学教育学部初等教育学科卒業
1966年	 東京富士貿易（株）通訳兼社長秘書
2001年	 東京の小学校教諭・教頭・校長を歴任し、退職
2006年	 練馬区教育委員会不登校対策室
2008年	 三鷹市教育員会就学相談員
	 現在、沖縄料理研究家として全国を飛び回る
	 著書：「緑のカーテンの恵みを食べよう」「緑のカーテン大百科（料理部門）」他

　2016年の10月第３土曜日は、琉球大学同窓会「関
東支部の日」です。
　昨年は､ 大城肇琉球大学長、幸喜徳子同窓会長始
め、同日開催の機械科工学科の総会にご参加の皆様
や草野球同好会の皆様、また、久しぶりに参加した
よと、80代の方を始め、各学科の多くの同窓生が全
国各地よりご参加いただき、例年になく本会を盛り
上げていただきました。心よりお礼申し上げます。
　本同窓会は、「関東の琉球大学ここにあり」の心意
気の下、星雲の志を持って沖縄の地で青春を過ごし
た卒業生の心のよりどころとなっています。
　今年は、若い方々にも同窓会への関心を高めよ
うと、都内で高校教師をしている高橋清志氏（物質
地球科学科卒）を中心にフェイスブックやツイター
などへ書き込みができるよう作業に取り組んでいま
す。関東で、いいえ、世界で頑張る同窓生へ情報を
拡散していきましょう。
　また、例年、同窓生のご活躍の一端を講演会の形
でご紹介しております。
　今回は、「ヌチマース」としてギネス認定を受けて
いる、沖縄の大自然の贈り物「命の塩」を世界に広め
られた琉球大学物理学科卒の㈱ヌチマース代表取締
役の高安正勝氏に「人類を救うヌチマースとは何か」
という題でご講演をしていただきます。元気な自分

の体に向き合う新境地が開けるかもしれません。ど
うぞ、ご期待ください。
　昨年60周年を迎えた本部同窓会では、幸喜徳子会
長陣頭指揮の下、多くの取り組みがなされておりま
す。今回、会場に60周年特別号を展示いたしますの
で、手に取ってご覧になり、同窓生の世界中での活
躍ぶりをご覧ください。取り分け、琉球大学に記念
財団［KishimotoFamilyFoundation］を設立し7億円を
寄贈した岸本正之氏（英文科卒）の偉業には、同窓と
して誇りと感動をお覚えます。岸本氏は、未来を担
う若者のグローバルなリーダーシップ教育に取り組
んでおり、世界の貧困を救うための活動や世界の環
境問題を「地球政府樹立」という壮大な発想の下で解
決しようと実践されております。近い将来、わが同
窓会においても氏のお話を拝聴できればと夢見てお
ります。
　最後になりましたが、今回も、沖縄の企業の方々
や同窓生の方々から会報誌［芭蕉誌］へ多くの協賛広
告を賜りました。心より感謝申し上げます。また、
例年、沖縄の踊りやサンシン等で会場を盛り上げて
いただいております、クイチャパラダイスの仲本光
正（経済学科卒）師匠へも心よりお礼申し上げます。
ご家族と、友人と、恋人同伴で、皆Well  Come!  です。
メンソーリヨ～！ お待ちしてまぁ～す。

2015年度の総会にて

支部長挨拶
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続ける琉大の挑戦

第16代琉球大学学長　大城　肇
1951年6月23日鳩間島生まれ
1974年	 琉球大学法文学部経済学科卒業
1977年	 広島大学大学院経済学研究科修了（経済学修士）
2004年	 琉球大学アジア太平洋島嶼研究センター長
2005年	 琉球大学学長補佐
2008年	 琉球大学副学長
2009年	 琉球大学理事・副学長
2013年	 琉球大学長

　美しい着地はまだできていませんが、本学は様々
な挑戦を続けています。そのうち、きれいな花が咲
き、美味しい実が稔ることを願って、努力を続けて
います。
　本学の創立以来のミッションである地域貢献は、
地域との連携なしには進みません。私が学長就任後
に力を入れてきた地域との連携が、ここに来て内実
を伴った形となってきました。沖縄銀行様のご支援
を得て走り出した、産学官金共同研究スタートアッ
プ支援事業もその一つです。琉大がもつ研究シーズ
を、沖銀が資金やコンサルティング機能で支援する
事業です。12のプロジェクトが動き出しました。
　気分転換に、毎日、大学本部棟の3階から前庭に
植栽されているゴールデンシャワーのみずみずしい
緑葉を眺めていますが、小さなモンキチョウが、数
頭、戯れています。去る6月5日（日）に、地域の皆
さんにもご協力いただいて、2年前から計画してき
たオオゴマダラやカバマダラ、ツマベニチョウなど
の蝶の食草を植栽しました。近いうちに、琉大は平
和のシンボルである蝶が鮮やかに舞うキャンパスに
なることでしょう。
　今年10月26日（水）～ 30日（日）に、5年に一度の
世界のウチナーンチュ大会（第6回）があります。四
半世紀前に始まった沖縄の世界的な人的ネットワー

クの祭典です。この大会に合わせて、本学は『沖縄・
スペイン語辞典』と『沖縄・ポルトガル語辞典』の2
冊を刊行する予定で準備を進めています。また、大
会期間中に「しまくとぅばの継承と保存」に関する
フォーラムも開催予定です。しまくとぅばが、世代
を重ねて世界に広がるウチナーンチュのアイデン
ティティの源になっている現実をふまえた事業です。
　現在、世界各地域に琉大の卒業生・修了生が活躍
しています。沖縄に一番近い外国である台湾には
100名を超える会員で作る同窓会があります。今後
とも、台湾との間に交流協定大学を増やし、学生や
研究者の交流を活発化させたいと考えています。そ
のために、5月13日（金）、台北市に本学の台北サテ
ライトオフィスを開設しました。台湾の協定大学と
の交流窓口、卒業生ネットワークの拠点、本学の台
湾における広報及び産学官連携の活動拠点等の役割
を担っています。
　琉大の存在を高めるためには、国内でも拠点が必
要です。4月1日（金）よりJR田町駅南口に琉球大学
東京オフィスを開設しました。そこが本学の東京で
の情報収集拠点、広報拠点、就職活動支援拠点、そ
して卒業生・同窓生のネットワーク拠点となること
を期待しております。そして、琉大同窓会間等支部
の益々のご発展を祈念申し上げます。

2015年度の総会にて

学長ご挨拶
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「琉球大学同窓会創立60周年記念誌」を発刊

琉球大学同窓会会長　幸喜徳子
１９６６年	 琉球大学教育学部保健体育学科卒
１９６６年	 県立豊見城高等学校教諭
１９６７年	 日本航空（株）　国際線スチュワーデス
１９７７年	 沖縄石油ガス（株）　取締役常務
１９９４年	 沖縄県国際交流財団　専務理事
２００８年	 沖縄石油ガス（株）　代表取締役社長
現在、日本簡易ガス協会沖縄支部理事、内閣府沖縄総合事務局、沖縄県等の各種委員を務める

　沖縄ではカーブチーやシークヮーサーがたわわに
実る季節、琉球大学同窓会関東支部の皆様お元気で
すか。日頃は琉球大学同窓会へのご協力誠に有難う
ございます。
　当会関東支部の活動は毎年、支部長会で高山支部
長より報告を頂き、皆様の積極的な会活動へのご参
加を嬉しく思っております。
　貴支部では毎年、総会・懇親会において、会員の
近況報告の機会を設け、更に各学科同窓会との合同
開催等の工夫等により、年々新規会員が増えている
状況は素晴らしいことです。懇親会でのステージア
トラクションも例年充実し、ご協力頂いている皆様
に感謝申し上げます。
　さて、当同窓会本部ではお蔭様で「琉球大学同窓
会創立60周年記念誌」を発刊し7月23日、総会当日、
参加者にお配りすることができました。関東支部の
皆様には原稿執筆や広告等、ご協力頂き誠に有難う
ございました。
　今年は役員改選の年となり、不肖私が会長に選任
されました。副会長も嘉手刈喜郎氏と喜屋武直樹氏
が退任し、新たに石川清勇氏、増田昌人氏が就任致
しました。
　5期英文科卒の岸本正之氏も顧問に就任致しまし
た。今年4月に琉球大学へ7億円の基金寄贈を私が

仲介調整させて頂きましたが、本会顧問も快くご了
承下さいました。
　総会の後、「これからの沖縄観光と人材育成」を
テーマにシンポジウムを開催した処、貴支部より宮
城悟氏もはるばる駆けつけて下さり、その他会場
いっぱい200人程の聴衆がご参加、嬉しいことでし
た。多くの方から後日、お礼や激励のはがき、電話
等を頂き有難いことでした。
　今年度の新規事業として会費収入を補てんする
為、ゴルフコンペを定　例化し収益事業として実施
することを盛り込みました。同窓生のみでなく一般
県民にもご参加頂き、着実に収益を上げて大学支援
や支部活動支援等に使いたいと思っております。
　昨年度の報告で特筆すべきは各支部の皆様のご協
力のお蔭で会費収入が500万円増えたことです。こ
れはコンビニ納入等様々な工夫もありましたが、何
より各支部の皆様が真剣に対応下さった結果だと感
謝申し上げます。
　結びに当会本部役職員一同、今後とも会活性化を
図り、ますます努力する所存ですのでどうぞご支援
ご協力賜りますよう、お願い申し上げます。
会員の皆様のますますのご健勝、ご多幸を祈念し挨
拶と致します。

2016年8月5日

2015年度総会にて：本部同窓会から活動費贈呈

同窓会会長ご挨拶
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≪総会≫
場　所：日本教育会館　喜山倶楽部（飛鳥の間）http//www.jec.or.jp/
日　時：２０１６年１０月１５日（土）１４：００～１４：３０
式次第	［司会　長谷川敏子］（開会の挨拶・議長選任　中島副支部長）
	 １４：００　挨拶　高山支部長
	 １４：０５　挨拶　幸喜会長
	 １４：１０　挨拶　大城学長
	 １４：１５　議案
	 	 ２０１５年度　活動報告＆来期活動計画	 金城事務局長
	 	 ２０１５年度　決算報告＆来期予算案	 仲宗根会計部長
	 	 ２０１５年度　監査報告	 奥村会計監査
	 	 ２０１６年度　役員改選	 金城事務局長
	 １４：２５　本部同窓会からの活動費の贈呈	 幸喜会長，高山支部長
	 １４：３０　閉会の辞	 中島副支部長
	 １４：３５～１５：１５　講演　
	 	 株式会社ぬちまーす　代表取締役社長　高安正勝殿
	 １５：２０　写真撮影（全体）

≪懇親会≫
日本教育会館　喜山倶楽部（飛鳥の間）１５：２５～１７：００  [司会　長谷川敏子]
	 １５：３０　乾杯（渡久山長輝沖縄県人会名誉会長）
	 １６：００　来賓及び新入会員並びにホームページの紹介
	 １６：３５　クイチャーパラダイス
	 １６：５０　カチャーシー
	 １７：００　閉会の辞（二次会への案内）（高山支部長）
	 終了

≪二次会≫　
	 １７：３０　喜山倶楽部（別室）　※会費は無料です。ぜひご参加下さい。

東京沖縄県人会

名誉会長　渡久山　長輝 
	 （1960年物理学科卒）

囲碁石庭
沖縄県石垣市大川340番地
TEL 090-4399-7835

関東沖縄経営者協会名誉会長
美ら島沖縄大使

	 ㈱日本アドバンス　代表

	 重田　辰弥
	 （1959 年 法政学科入学）

〒101-0046 千代田区神田多町2-9-6 田中ビル別館6階
BLOG；http://blog.goo.ne.jp/shigeta-nas

２０１６年度　琉球大学同窓会関東支部　
総会＆懇親会　式次第（予定）
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本年度総会　講演者ご紹介（講演内容は予定）

「琉球大学同窓会創立60周年記念誌」より転載。
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日時：2015年10月17日（土）　総会・懇親会　12：00 ～ 15：00
場所：日本教育会館　９階　喜山倶楽部　　　　参加者：60余名

支部長挨拶

中島副支部長の会計報告 與座氏講演

與座氏の講演に聞き入る

学長ご挨拶 同窓会会長ご挨拶

與座氏の講演に聞き入る

琉球大学(全学)同窓会　関東支部
2015年度総会・懇親会のご報告

2015年度の関東支部の総会及び懇親会は、10月17日
（土）正午より開催いたしました。例年同様、大城学長
と幸喜同窓会会長にご臨席いただいたほか、琉球大
学同窓会の創立60周年の節目の年ということもあり、
大学や本部同窓会からは例年以上の多くの方々のご
参加を賜りました。また、関東支部の同窓生60数名
に出席していただいただけでなく、ここ数年同様に
名古屋や九州・沖縄からの参加者もあり、例年同様

盛会裏に総会・懇親会を終了することができました。
特に昨年は、懇親会終了後に二次会を同一会場の別室
で開催し、大いに盛り上がったことをご報告します。
世代の垣根を越えて、時の経つのを忘れて様々な話
題に花を咲かせました。大城学長や幸喜会長への激
励や提言も多々ありました。まことに同窓会の名に
ふさわしい、楽しいひと時でありました。皆様の本
年度のご参加も何卒よろしくお願いいたします。

総　会
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〒171-0022　東京都豊島区南池袋2-18-2 池袋南ビル２階
TEL 03-5927-9741　FAX 03-5927-9742

懇親会
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理事会 理事役員

　写真で、琉球大学機械工学科同窓会関東支部理事
役員を紹介してみたい。左から・・・、「オイオイ
見るからに老人会の集まりではないか、勘弁して
よ！」とのお声が聞こえそうなのでやめよう。
　紹介はともかく、支部の現状を述べよう。支部は、
機械工学科第１期生が関東地方就職者を集い、本部
設立から遅れること節目の30年目に発足し、今年で
設立28年目を迎えた。会員数は、会員名簿登録者の
200余名の内、住所確認が済んだ約半数の100人前後
である。又、支部理事役員は休眠中を含め10人で、
その内の写真の６人が活動中と云うわけだ（左端は
オブザーバ）。
　後述のようにこれから益々、同窓会が重要な存在
として迎えられる時代が来ることを考えると、諸先
輩が育ててきたこの支部が消滅することなく、発展
し社会の期待にこたえる危急の対策は、若い世代の
新しい息吹による支部の活性化である。今まであま
り積極的ではなかったが、理事会への参画の呼びか
けを強化する計画である。一つには、メール、はが
きやフェースブックなどにより、一定期間、支部活
動の重要性を波状攻撃的に訴えて、理事会への参画
を促そうとの計画を立案中である。
　母校の機械工学科は創立以来、大学院工学研究科

の機械工学専攻、機械システム工学専攻など大学院
を設置するまでに発展してきたが、少子高齢化や経
済不況に加えて、明治以来の大改革といわれた国立
大学法人化は、「持続的な“競争力”を持ち、高い付加
価値を生み出す国立大学」への脱皮を求めており、学
科の統廃合の実施など、環境はますます厳しくなる
一方のようだ。母校も機械工学科も国からの運営交
付金は減額され、研究費の一部などは独自の収入源
を確保し、教育や研究分野においても、社会的な評
価と支持を得なければならない時代を迎えたようだ。
　このような状況下、母校や機械工学科が、寄附、
教育、支援活動などにおいて、卒業生に多くの協力
を期待することは当然の流れでもあろう。そして支
部はその期待に応えるべく足がかりを作り、支援活
動の体制と機能を整え、機械工学科との協力関係を
強化していく必要があろうかと考える。
　ここで、母校が発展し名声や社会的評価が上がり
知名度が向上することと、同窓会の名声や知名度が
上がることは、もちつもたれつの関係にあることを
心に留めておきたい。

第14期 琉球大学機械工学科同窓会
関東支部理事会

機械工学科同窓会　関東支部理事会より
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髙橋  清志
神奈川県　川崎北高等学校卒
理学部物質地球科学科　1998年入学
筑波大学大学院で修士号（理学）取得
非常勤講師として東京・埼玉の私立高を転 と々し、現在は教諭として大原学園高等学校
に勤務

合縁奇縁

　私にとって初めての沖縄は、高校の修学旅行でし
た。事前学習として家庭科で沖縄そばを作り、現代
文で灰谷健次郎の太陽の子を読み、世界史で琉球王
朝の歴史を学んでからの4日間。戦跡巡りから始ま
り、豊かな自然を体感し、歴史・文化を学び、とて
も充実したものでした。「また来たい」という思いは
あっても、まさか住むとは思っていなかった高2の
秋でした。
　「祖父母のいる京都に戻って物理」が第一志望だっ
た私を琉大に向かわせたのは、97年春の米軍用地特
措法改正のニュースでした。沖縄の人達が怒ってい
る。修学旅行で学ばなかったものがある。物理法則
はどこでも同じなら、どこで学んでも同じだろう。
物理以外にも何か学ぶものがあるかもしれないとい
う思いが、琉大を第一志望に押し上げました。
　そうして過ごした沖縄での4年間。結局政治的な
ことは難しくてよくわかりませんでしたが、物理以
外のことにも興味をもって過ごすことができまし
た。ウチナーグチ入門の講義も受けたし、先輩に誘
われてスクーバダイビングもやったし、留学生のク
リスマスパーティにも参加することができました。
物理も物理で、どこでも同じではありませんでした。
卒論指導して頂いた又吉先生をはじめ濃い先生が多
く、色々な考え方を教わることができました。特に
清野先生の計算機システム学で学んだものは、私に
とって最強の武器になっています。

　さて、現在の勤務校でも、修学旅行は沖縄です。
3年生の4月、始業式の翌々日から出発します。昨
年2年生の担任になり、沖縄に住んでいたのならと、
学年主任から事前学習を任せて頂きました。前年度
の学年団が作った資料に、ウチナーグチ入門を組み
込んだり、カチャーシーを踊って見せたりと、自分
なりにアレンジを加えて授業を行いました。そして
今年、担任は全クラス持ち上がりになり、沖縄に連
れて行くことができました。戦跡巡り、自然体験、
歴史・文化、昔と変わらない流れですが、私も生徒
も充実した3日間を過ごせたと思います。
　また、今年は選挙権が18歳に引き下げられ、選挙
に関する授業を各クラスで担任がすることになりま
した。私が選挙権を得たのが生徒たちの生まれた年
であること、初めての選挙が98年の沖縄県知事選
だったこと、沖縄の基地問題のことも交えながら話
すと、みんな興味をもって聞いてくれていました。
私にとっての「20年前」が、彼らにとっての「今」なの
だなと感じます。こういうのを縁というのでしょう
か。私の「今」は沖縄と琉大でできているようです。

同窓生便り 
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沖縄県立那覇高等学校（当時）卒業
1982年	 琉球大学理工学部（当時、現工学部）機械工学科卒業
1985年12月	医療機器保守管理技術者としてイラク駐在( ～ 1988年8月)
	 その後アジア、中近東、アフリカ、中南米等において医療機材コンサルタントまた 
	 は専門家としてODAプロジェクトに従事
1998年1月	 株式会社エムイー企画（現在は株式会社トウリュウ開発に名称変更）創設
2012年4月	 NPOクリエイティブアクト創設、ラオス国地域住民への健康診断を実施
2015年7月	 児童養護施設サレジオ学園にて学習ボランティア活動開始

埼玉グローバル賞
（未来への投資）の受賞

　平成28年2月8日、大変光栄なことに埼玉グロー
バル賞（未来への投資）を授与されました。海外の人
達のための事業やボランティア活動、グローバルな
人材の育成に関わる事業を行っている個人または団
体を埼玉県が毎年3名（または3団体）表彰しており、
選出された個人・団体は4年間の埼玉親善大使を委
託されます。
　私の場合は長年の開発途上国での事業、NPO団体
で行っているラオス住民に対する健康診断活動、日
本国内の児童養護施設における学習支援ボランティ
ア活動等が認められて受賞に至ることができました。
これも大勢の皆様のご支援とご協力の賜物です。
　日本国内では「少子化」が大きな問題ですが、低減
する児童達の中でもさらに「子供の貧困」があげられ
ています。全国で46,000人の児童が貧困状態で普通
の生活をおくれないという報道もありました。これ
ら児童達が将来グローバルな人材として国際的に活
躍できるようになることを目標として、海外での経
験も生かした学習支援活動が大変重要だと考えたた

め、毎週1回児童養護施設を訪問してボランティア
活動を行っています。
　経済的に裕福な家庭では学業成績向上に必要であ
れば学習塾に通わせることもできるでしょうし、毎
年海外旅行に行くということもあるでしょうし、い
ずれ海外留学ということも可能かもしれませんが、
養護施設における児童達にはそのような機会はほと
んどないといっても過言ではないでしょう。
　このため私の方では児童養護施設の子供達が将来
のグローバル人材としての機会を持てるよう、日本

同窓生便り 與
よ

座
ざ

 卓
たかし

埼玉県上田知事より授与

沖縄料理研究家
修学旅行アドバイザー

	 高山　厚子 
	 （初等教育学科 S41 年卒）
	 沖縄料理研究家

メール：takayama2002atsuko@yahoo.co.jp
ブログ：「空飛ぶあっちゃん」発信中
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国内で学習支援を行うだけでなく、NPO関係者の資
金協力もあって、対象養護施設から高校生2名を選
出してもらい、ラオスでの健康診断活動に招聘して
健康診断活動に参加してもらいました。この2名は
高校生らしく活発で、初めての海外にもかかわらず
一生懸命に活動に取り組み、現地の健康診断受診者
達が待っている間に歌を披露、初めてのラオ語での

交通整理、さらに写真やビデオによる撮影までこな
してくれました。
　日本という国に閉じこもっていると海外に行くの
も勇気が必要かと思いますが、実際に行ってみるこ
とで現地の人達の生活ぶりや文化を理解するだけで
なく、逆に日本の素晴らしさの理解にも役立ったか
と思います。またちょっとした買い物やら現地の人
達との交流によって、自分達にも何かができるのだ
という自信にもつながったかと思いますので、今後
の彼らの成長にも期待したいところです。
　来年の3月にはまた同じく養護施設から2名程度を
招聘することを想定して、既に個人的に資金協力を
申し出ていただいている方達もいます。このような
活動が貧困にあえぐ子供達の希望となり、成長の機
会となり、日本と海外の架け橋になることを期待し
て、今後とも「未来への投資」に繋がる活動を続けて
いきたいと考えています。

選考委員への活動説明

グローバル賞表彰状
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中島信一郎法律事務所

弁護士	中島　信一郎
	 （1975 年法政学科入学）

	 住所：〒104-0061中央区銀座４丁目9-6
		  陽光銀座三原橋ビル６階
	 電話：03-6226-2200

琉球大学同窓会関東支部の
インターネットによる情報発信
2014年に更新が止まってしまっていた関東支部のwebサイトですが、新たに作成しなおし、
8月15日より公開しております。また、twitterとブログも同時に開設、
インターネットでの情報発信に力を入れていきたいと思います。
下記のURLをインターネットの検索サイトに入力し、アクセスして下さい。

新サイト	 http://ryudaikant.s17.xrea.com/
twitter	 https://twitter.com/ryudaikanto
ブログ	 http://ameblo.jp/ryudaikanto

ホームページ

twitter ブログ

ホームページの
QRコード

上記のQRコードを
携帯電話のQRコー
ド読み取り機能で
読み込んで下さい。
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第１回幹事会	 2015年12月14日(月)19:00 ～
平成２７年度同窓会本部総会　2016年7月23日（土）
	 高山支部長　出席
機械工学科幹事会　2016年7月 30日(土)18:00 ～
	 高山支部長 出席
第2回幹事会	 2016年  7月19日(火)18:00 ～
第3回幹事会	 2016年  7月28日(木)18:00 ～
第4回幹事会	 2016年  8月16日(火)18:00 ～
第5回幹事会	 2016年  9月9日(金)18:00 ～
第6回幹事会	 2016年  9月16日(金)18:00 ～
総会・懇親会	 2016年 10月15日(土)14:00 ～ 17:00

2015年度活動報告 

2015年度決算報告 ＆ 2016年度予算案　単位：円

2015年度　役員名簿 

宮城　悟
（法政学科1979年卒）

国際心相科学学会　会長
〒111-0031 東京都台東区千束1-6-1-905
Tel：03-5808-3639

支 部 長	 高山　厚子	 初等教育学科	 1966年卒
副支部長	 仲里　朝幸	 数学科	 1960年卒
副支部長	 崎浜　浩一	 機械工学科	 1965年卒
副支部長	 島袋　朝順	 電気工学科	 1968年卒
副支部長	 江洲　良一	 電気工学科	 1968年卒
副支部長	 仲本　光正	 経済学科	 1981年卒
副支部長	 名嘉　盛光	 体育学科	 1974年卒
副支部長	 中島　信一郎	 法政学科	 1975年入
事務局長	 金城　利光	 法政学科	 1975年入
事務局次長	 三村　邦彦	 電気情報工学科	 1992年卒
事務局次長	 糸数　昌史	 電気情報工学科	 1991年卒
事務局次長	 永田　幸江	 法政学科	 1995年卒
芸能部次長	 比嘉　千都代	 心理学科	 1968年卒
総務部長	 髙橋　清志	 物質地球科学科	 1998年入
会計部長	 仲宗根　南子	 総合社会システム学科	1999年入
会計監査	 奥村　弘美	 養護科	 1976年入
顧　　問	 渡久山　長輝	 物理学科	 1960年卒
顧　　問	 桑江　良奉	 英文学科	 1950年卒
顧　　問	 中島　政彦	 教育学科	 1954年卒
顧　　問	 喜友名　朝昭	 商学科	 1961年卒
顧　　問	 砂川　義信	 法政学科	 1964年卒
顧　　問	 重田　辰弥	 法政学科	 1959年入

摘要

出席者54名

泡盛寄付他

摘要

5,000 円× 60 名

収支報告書

貸借対照表（2016.8.31現在）

収入

資産の部

722,155

602,362
負債・繰越金の部

300,000

0 602,362

00,000

602,362 602,362

50,000
100,000
100,000

0
1,272,155

30,000
70,000

0
150,000
250,000
20,000
30,000

722,155
1,272,155

前期繰越

普通預金 未払金

総会費

未収金 次期繰越金

年会費

合計 合計

寄付金
組織強化金（本部より）
広告料収入
受取利息
合計
支出
事務用品費
通信費
封筒作成費
会報作成費
総会費
会議費
雑費
次期繰越
合計

期首予算

722,155
270,000
00,000
99,000

100,000
55,000

105
1,246,260

11,948
111,171
25,920

142,232
345,836

0
6,101

602,362
1,245,570

差額

0
-30,000
00,000
49,000

0
-45,000

105
-25,895

-18,052
41,171
25,920
-7,768
95,836

-20,000
-23,899

-119,793
-26,585

来期予算

602,362
300,000

0
100,000
100,000
100,000

0
1,202,362

30,000
100,000

0
150,000
270,000
20,000
30,000

602,362
1,202,362

決算報告書（2015.9.1 ～ 2016.8.31） 来期（2016年度）
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総会・懇親会へのご出席
琉大の出身者で関東にお住まいの方は、全て同窓会
関東支部の会員です。毎年、10月の第3土曜日の総
会・懇親会にはお気軽にご出席下さい。かつての学
科やサークルの仲間と会う機会としてご利用いただ
き、同窓会を盛り上げて下さい。

ご寄付のお願い 
関東支部は、会員相互の懇親や情報交換だけではな
く後輩たちの社会進出にも貢献したいと考えていま
す。その為の資金として、今年から皆様にご寄付を
お願いすることにしました。ご協力のほど宜しくお
願いします。

事務局からのお願い

振込先（郵便局口座）	 郵貯銀行から振り込む場合：（記号）10500　（番号）52592781
	 他金融機関から振り込む場合：（店番）058　（預金種目）普通預金　（口座番号）5259278

琉球大学同窓会　関東支部
支部長：高山厚子 　（初等教育学科　1962年入学）
事務局長：金城利光　（法政学科　1975年入学）

連絡先：nakasone@nakajima-law.net
事務局住所： 〒104-0061 東京都中央区銀座4丁目9-6　

陽光銀座三原橋ビル６階
（中島信一郎法律事務所内）Tel：03-6226-2200

ホームページ：http://ryudaikant.s17.xrea.com/

芭蕉誌　第16号　琉球大学同窓会関東支部会報誌　　【禁・無断転載】

発行人：中島信一郎（法政学科　1975入学）	 発行日：2016年10月15日
編集人：金城利光（法政学科　1975入学）	 発行所：琉球大学同窓会関東支部事務局

くれすと

沖縄料理　琉の介
〒101-0044 東京都千代田区鍛治町2-7-2 
後藤ビルB1F
TEL: 03-3252-5528
URL http://ryunosuke-okinawa.com

くれすと
〒101-0044 東京都千代田区鍛治町1-3-10 
松栄ビル6F
TEL: 03-3254-0635
URL http://pub-crest.com

貸会議室
〒101-0044 東京都千代田区鍛治町2-1-2 
神田南口鋭光ビル4F
TEL: 03-5577-5717
URL http://mediaone-kaigi.com

〒101-0044 東京都千代田区鍛治町2-1-2 神田南口鋭光ビル4F
TEL: 03-5297-4601  FAX: 03-5297-4611  URL http://media-1.co.jp  E-mail: t-nakamatsu@media-1.co.jp

株式会社メディア・ワン

東京沖縄県人会

代表取締役社長

会長

会長
仲 松　健 雄


